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市 の よ う す 〔 ２ 月 １ 日 現 在 〕

|人口　　442,423人　　　　（ ＋476）

男　　223,983人　　　　( + 362)

女　218,440 人　　(  + 114)

|世帯　　148,200　　　　　( + 236)
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庭 園 (千葉大学園芸学部)

松戸版画の会

久 米 三 雄

ＪＲ松戸駅東口から､徒歩約15分、戸

定丘の坂をあがつだ所に千葉大学園芸

学部のきれいな庭園がある。

サンクガーデン（フランス式沈床庭

園と言う）。 規模は及ばないが、ベル

サイユ宮殿の庭園をモデルにしたもの

だそうだ。

春が来て、青い芝生になると一層素

晴らしくなることだろう。

さ
が
し
て
い
ま
す

松
戸
の
昔
の
写
真
を

広
報
課
で
は
、
松
戸
の
今
昔
写
真
特

集
を
企
画

予
定
し

て

い
ま
す
。

そ
こ

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら

、

昔
の
松
戸
の
写
真
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。当

時
の
松
戸
の
生
活
風
習
な
ど
が

わ
か
れ

ば
、
人
物
、
風

景
な

ど
な
ん
で

も
構

い
ま

せ
ん
。

お
借
り
し

た
写

真
、
ネ

ガ
フ

ィ
ル

ム

は
、
広
報
課

で
複
写
し

た
後
お
返
し

い

た
し
ま
す
（
複
写
し
た
フ
イ
ル
ム
は
貴

重
な
資
料

と
し
て
大

切
に
保
存
し
ま
す

）

貸
し
て

い
た
だ
け

る
場
合

に
は
、
写

真
に
撮
影
年
月
日

、
場
所

、
説
明
を
つ

け
〒
二

七
一
松
戸
市

松
本
三
八

七
番
地

の
五
、
松
戸
市
役
所

広
報
課

へ
郵

送
ま

た
は
ご
持
参
下
さ
い
。

※
電
話
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
広
報
課
職

員
が
出
向
き
ま
す
。

詳
細
：
広

報
課

松
戸
駅
前
（
昭
和
三
十
年
代
）

市

・
県
民
税

の
申
告

３
月
1
5日
ま
で
に

市

・
県

民
税

の
申

告

は
、
三

月

に
入

る

と
大
変

混
雑

し
ま

す
。

な

る

べ
く
早

め

に
申
告

を
す

る
よ

う

お
願

い
し

ま
す

。

▽
受
付

場

所
…

市

役
所

（

本
館
二

階

大
会

議
室

）

か
各
哀

所

窓
口

常

盤
平

支
所

に

つ

い
て

は

、
三

月

一
日
（

火

）
か

ら
常
盤

平
市

民

セ
ン

タ
ー
に

変
史

。

▽
受
付
日

時
…
三

月

十
五

日
（

火

）

ま
で

の
日
曜

日
を

除

く
午
前

八

時

三
十

分

か
ら
午

後
五

時

（
土

曜
日
は
午
後
零
時
三
十
分
ま
で
）
。

郵
送

に
よ

る
申
告

も
取

り
扱

っ

て

い
ま
す

。

申
告

期
間
中

は

、
駐
車

場

が
大

変

混
雑

し
ま

す

の
で

、
車
で

の

来

庁

は

ご
遠
慮

下

さ

い
。

詳
細
…
市
民
税
課

手数料・使用料・各種税等

今
月
の
納
期
は

国
民
健
康
保
険
料
…
第
九
期
分

国
民
年
金
保
険
料
：
土

月
分

納

め
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か

事
業
所
税
・：
十
二
月
決
算
の
法
人
と
、
十

二
月
中
に
新
・
増
築
し
た
建
築
主
は
二
月

が
申
告
納
付
月
で
す

市
・
県
民
税

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

軽
自
動
車
税

早
め
に
納
付
（
納
入
）
を
お
願
い
し
ま
す

安全確実な

口座振替のご利用を



空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す

風
邪
に
注
意
／

今
年
は
暖
冬
で
、
比
較
的
暖

か
い
日

が
続

い
て

い
ま
す

が
、

雨

が
降
ら
な

い
た
め
に
、
大
変

空
気
が
乾
燥
し
て

い
ま
す
。

こ
の
季
節
に
毎
年
流
行
す

る

の
が
「
集
団
風
邪
」
で
す
。

巾
内

の
小
学
校
で
も
、

い
く

っ
か
の
学
校
で
集
団
風
邪
に
よ

る
学
級
閉

鎖

が
で
て

い
ま
す
。

風
邪

を
ひ
か
な

い
た
め

に
は

、

日
ご
ろ
か
ら
の
注
意
が
必
要
で

す
。次

の
こ
と
を
守
っ
て
、
元
気

に
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

①
過
労
や
寝
不
足
を
避
け
る

②
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
に
気
を
つ
け
る

③
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
必
ず
手

を
洗
い
う
が
い
を
す
る

外から 帰ったらうがいしましよう

紙芝居を使つてこどもたちに防火のPR
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春
の
火
災
予
防
運
動

防
火
診
断
な
ど
多
彩
に
実
施

春
の

火
災
予
防
運
動
が

、
二

月
二
十
九
日
（
月
）
か

ら
三

月
十
三

日
（
日

）
ま
で
の
間

、
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。

市
内

で
も
、
家
庭

防
火

診
断
や
学
校
・

幼
稚
園
・
町
会
（
自

治

会
）
な
ど
で
の
消
火
訓

練
、
避
難
訓
練

な
ど
、
火
災
の
被

害
を
最

小

限
に

抑
え
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
防
火
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
よ
う
。

家
庭
防
火
診
断

危
険
で
す
、
コ
ン
ロ
の
そ
ば
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

毎
月
一
日

の
「
市
民
防
火

の
日
」

に
行
っ
て
い
る
家
庭
防
火
診
断

を

、
火
災
予
防

運
動
期
間
中
は
、

拡
大
し
て
実

施
し

ま
す
。

昨
年
は
、

期
間
中

に
市
内
全
域

で
、
一
千
九
百
三
十
五
世
帯
を
訪

問
し

ま
し

た
。

家
庭
防

火
診
断

で
、
重
点
的
に

拝
見
す

る
の
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

な

ど
の
使

い
方

、
灯

油
の
置
き
場

所
や
コ
ン
ロ
（
レ
ン
ジ
）
の
周
り

な
ど
で
す
。

診
断
す
る
消
防
署
員
た
ち
が
、

危
険
だ
と
感
じ
る
の
は
、
コ
ン
ロ

の
す
ぐ
近
く
に
、
パ
ッ
ク
さ
れ
た

食
料
品
や
洗
剤
の
容
器
な
ど
、
煮

え
や
す
い
も
の
が
、
よ
く
置
か
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

火
災
は
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら

起
こ
り
ま
す
。
火
の
そ
ば
に
は
、

燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
よ

う
に
、
十
分
気
を
つ
け
た
い
も
の

で
す
。

ま
た
、
毎
年
火
災
原
因
の
上
位

に
あ
る
「
油
な
べ
」
の
使
い
方
に

も
、
注
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
老
人
が
亡
く
な
っ

た
「
松
寿
園
」
（
束
京
都

）
の
火

災
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

各
消
防
署
で
は
、
予
防
運
動
期

間
中
、
家
庭
防
火
診
断
と
は
別
に
、

竹
内

の
独
居
老
人
、

ね
た
き
り
老

人
、
身
障
者
の
お
宅
を
訪
問
し
て

火
災
を
出
さ
な
い
注
意
や
、
火
災

が
起
き
て
し

ま
っ
た
と
き

の
避
難

の
仕
方

な
ど
を
指
導
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
家
の
周
辺
の
道
路
状

況
な

ど
を

把
握
し

、
い
ざ
と

い
う

時
に
役
立
て
る
た
め
に
も
重
要
で

す
。昨

年
は
、
三
百
七
十
二
仰
の
独

居
・
ね
た
き
り
老
人

、
身
障

者
宅

を
訪
問
し
ま
し

た
。

母
子
家
庭
で
、
四
月
に
小
中

学
校
、
高
校
（
各
種
学
校
な
ど

も
含
む
）
に
入
学
す
る
自
動
と
、

中
学
校
を
卒
業
し
就
職
す
る
児

童
に
、
入
学
・
就
職
祝
金
を
支

給
し

ま
す

。

対
象
・
：
夫
と
死
別
ま
た
は
離

別
し
、
現
在
婚
姻
し
て
い
な

い
人
で
、
児
童
（
十
八
歳
末

満
）
を
扶
養
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
人

（
松
戸
巾

内
に
住
所

が
あ
り

、

母子家庭児童に

入学・就職祝金を支給

申込みは３月５日まで

三
月
以
降
引

き
続
き
居
住
す

る
人

）
。

支
給
額
・
・
児
童
一
人
に
つ
き

七
千
円

申
込
み
…
直
接
、
三
月
五
日

ヱ
ま
で
に
住
民
票
謄
本

家
族
全
員
が
載
つ
て
い
る
も
の

と
印
鑑
・
保
護
者
の
振
込
先

銀
行
名
・
支
店
名
・
預
金

種
類
・
口
座
番
号
）
を
福
祉

事
務
所
福
祉
係
市
役
所
別

館
二
階

）
へ

防火・避難訓練に

積極的に参加しましょう

市
消
防
局
・
消
防
署
で
は
、
毎

年
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、

町
会
（
自
治
会
）
や
学
校
・
幼
碓

園
な
ど
の
要
語
で
、
消
火
訓
練
・

避
難
訓
練
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま

す
。消

火
器
な
ど
は
、
実
際
に
使
っ

た
経
験
の
あ
る
人
は
少
な
い
も
の

で
す
。

消
火
訓
練
な
ど
の
機
会
を
利
用

し
て
、
消
火
器
の

扱
い
方
を
身
に
つ

け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
消
火
器

の
中
身
（
薬
剤
）

や
持
続
時
間
な
ど

は
、
消
火
器
の
種

頬
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。

身
近
な
消
火
器

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

早
期
通
報
で

被
害
を
最
小
限
に

現
在
、
市
内

に
は
八
ヵ
所

の
消

防
署

が
あ
り
、

火
災
発
生
時

に
は

い
つ
で
も
、
す
み
や
か
に
出
動
で

き
る
態
勢
を

と
っ
て

い
ま
す
。

火
災

は
出
さ
な

い
こ

と
が
一
番

で
す
が
、
も
し

火
事
に
な
っ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
一
一
九
番
に
通

報
し

て
下

さ
い
。

早
い
時
期
に
火
災
を
発
見
し
て

通
報
す
れ
ば
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え

る
こ

と
が
で
き
ま
す

。

わ
ず
か
数
分
の
違
い
が
、
火
災

を
大
き
く
す
る
か
ど
う
か
の
別
れ

目
に
な
る
の
で
す
。

火
災
の
と
き
は

、
早
川

発
見

・

早
期
通
報
が
肝
心
で
す
が
、
実
際

の
火
災
に
な
る
と
、
あ
わ
て
て
し

ま
っ
て
、
う
ま
く
場
所
な

ど
を
知

ら
せ
る
こ
と

が
で
き

ま
せ
ん
。

地
域
や
職
場
な
ど
で
通
報
訓
節

を
行
い
、
自
宅
の
電
話
の
近
く
に

は
、
い
ざ
と

い
う

と
き
の
た

め
に

住
所

と
付
近
の
目
じ
る
し
な

ど
か

メ
モ
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ミニ消防車も活躍

各
署
で
ユ
ニ
ー
ク
な

P
R
活
動
を

そ
の
ほ
か
、
火
災
予
防
運
動
期

間
中
は
、
昼
間
と
夜
間
に
分
け
て
、

消
防
車
な
ど
が
住
宅
密
集
地
を
回
、

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
を
訴

え
ま
す
。

昨
年
、
二

十
世
紀

が
丘
消
防
署

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
ス

ー
パ
ー
マ
リ
オ
が
描
か
れ
た
ミ

ニ

消
防

車
で
広
報
し

た
と
こ
ろ
、
大

変
好
評

で
し

た
。

今
年

も
、
各

消
防
署
と
も
、
趣

向
を
凝
ら
し

た
も
の
に
し
よ
う
と

は
り
き

っ
て

い
ま
す
。

火
災

の
な

い
安

全
な
ま
ち
は
、

私

た
ち

み
ん
な

の
願

い
で
す
。

、

火
災
予
防
連
動
を
機

に
、
家
庭

内
の
消
火
器
具

の
点

検
や
、
暖
房

器
具
の
取
り
扱
い
な
ど
、
も
う
一

度

考
え
て
み
て
は

い
か
が
し

ょ
う

か
。詳

細
・
消
防
局
救
急
防
災
課
四

6
3
1
1
1
1
1
内
線
２
１

４
番

同和問題講演会

｢部落差別の解消を願って｣

日時…２川23日（火）午後１時

～ ４時 （受 け 付け は午 後 ０時

?O分 から ）

会場･‥市民 会館 ホー ル

内容…溝演「人として、母と

し て生 きる」 ・ 湯浅昭 子氏 、

映画「五 十年 の沈 黙」

費用…無料

詳細 … 市民 相談 室

障害者に理解を

常盤平市民センター(本館)が休館

常 盤平 市 民 セン ター（ 本

館は、５月15日（日）～７

同日㈲の改修工事の

ため休館します。別館は平

常どおりです。( 期間中、

駐車場も使えません)。

E〉詳細…常磐平支所Q87

2131 ft

見本市名 会 期 申込締切日

第29回全日本中小企業

総合見本市(神奈川県)

11月８日(火)

～11囗庖)
9 月10日(1

ジャパン・マーチャン

ダイズショウ(東京都)

8 月22囗側

～24日溂
6 月18日出

全国家庭用品見本市|昭和64年1

（東京都）一月中旬
12月中旬

第18回東京国際見本市
昭和64年４

月下旬

昭和64年1

月下旬

63年度

各
種
見
本
市

優
秀
な
中
小
企
業
製
品
を
広
く
宣
伝

し
ま
し
ょ
う
。

’
詳
細
・
：
商
工
課
振
興
係

婦人就業技術講習会

時間…午前10時～午後４時

会場‥･県婦人就業援助センタ

定員…各20人

費用…教材費実費

子供同伴の受講はできません。

申込み…印鑑とハガキを持参

して、３月７日(月)～11日(金)

に、千葉市千葉港４ー３経営

者会館３階千葉県婦人就業援

助センター( 登0472―47―85

41番) へ

科目 講習内容 受講
対象者

講 習 期 間

経
理
事
務

商業簿 記

３ 級程度 初

心

者

４ 月11日 から

６ 月６日 までの21日 間

(月. 水.金. 週３日)

販
売
事
務

販売 士３

級程 度

４ 月12日から

フ月１ 日 まで の21日 間

( 火.金. 週２ 日)

縫
製
動
力
ミ
シン

スカ ート

ブラウ ス

ジャケット 多
少
経

験
の

あ
る
人

４ 月８ 日 から

7月５日までの42日間

(週４日)

和

裁

浴 衣

長 襦 袢

４目８ 日 から

7月４日までの42日間

(月. 火. 木. 金.週４日)

編

み

物

手 編 み

セータ ー

４ 月11日 から

５月26日 まで の21日 間

(月. 火. 木. 金.週４日)



市長の窓

今
年
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
第
二
次
総
総
合
五

か
年
計
画
の
最
終
の
年
に
当
た

り
ま
す
。

昭
和
六
圭

二
年
度

の
予
算

編

成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
第
三

次
総
合
五
か
年
計
川
の
達
成
に

向
か
っ
て
、
残
さ
れ
た
心
事
業
の

予
算
化

に
努
め
る
考
え

で
す
。

し

か
し
、
残
念
な
か
ら
諸
般

の
事
情
に
よ
っ
て
、

次
の
五
か
年
計
川
に

引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
も
あ

り

ま
す

例
え
ば
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
、
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
る
の

に
時
間
を
要
し
た
美

術
館
の
建
設
、
千
葉

大
農
場
移
転
跡
地
に

建
設
を
計
川
し
て
い

ま
し
た
が
、
農
場
の
移
転
の
遅

れ
に
よ
っ
て
大
蔵
省
と
の
払
い

下
げ
交
渉
の
決
着
か
っ
か
ず
、

着
手
で
き
な
い
松
戸
地
域
体
育

館
都
市
計
画
の
決
定
は
す
み

ま
し
た
が
、
事
業
の
認
可
が
今

年
に
ず
れ
込
み
、
着
工
が
遅
れ

ざ
る
を
得
な
い
北
小
金
駅
前
再

開
発
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
反
面

、
救

命
救

急
業
務

の
改
心
国
保
松
戸
市
立
病
院

の
研
修
棟
や
病
棟
増
築
事
業

企
円
的

に
も
稀
な
消
防
訓
練

セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
、
次
の

年
次
計

山
と
し
て
考
え
て

い
た

事
業
を
第
二
次
総
合
五
か
年
計

画
に
繰
り
上
げ
て
実
施
し
た
事

業
も
あ
り
、
予
算
的
に
見
れ
ば
、

ほ
ぼ
、
満
額
達
成
と
な
る
と
存

じ
ま
す
。

今
年
は
、
昭
和
六
十
四
年
度

を
初
年
度
と
す
る
第
四
次
総
合

五
か
年
計
画
を
策
定
す
る
年
で

も
あ

り
ま
す
。

前
述

の
よ
う
な
第
三
次
で

着

手
で
き
な
か
っ
た
事
業
は
、
優

先
的
に
第
四
次
計
画
に
組
み
入

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

松
戸
市
は
、
今
ま
で
小
中
学

校
校
舎
や
保
育
所
の
建
設
、
浸

水
区
域
の
解
消
、
清
掃
工
場
や

し
尿
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
人

囗
急
増
に
よ
っ
て
生
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
歪
の
解
消
、
言
い
か
え

れ
ば
当
面
急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
現
実
問
題
の
処
理
に
、
多

く
の
予
算
を
投
人
し
な
け
れ
ば

な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ

れ
ま
で

の
年
次
計
画
の
遂
行

に
よ
っ
て

、

こ
れ
等
の
問
題
は
解
決
し
、
又
、

解
決
の
方
向

が
定

ま
っ
て
き
ま

し

た
。

こ
う
し
た
情
勢
は
、
敏
感
に

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
に
対
す
る

要
望
に
反
映
さ
れ
て
来
つ
つ
あ

り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
は
、

今
ま
で
の
も
の
と
様
変

わ
り
し

、

文
化
の
向
上
や
ス

ポ
ー
ツ
の
振

興
、
高
齢
化
時
代
を
迎
え
た
自

ら
の
健
康
問
題
、
水
質

浄
化

、

住
環
境
や
商
店
街

の
整
備

な
ど

将
来
を
展
望
し
た
要
望

が
多

く

な
っ
て
来
ま
し

た
。

私
自
身
、
松
戸

の
理
想
像
を

実
現
す

る
為

の
本
当

の
街
づ
く

り
は
、
こ
れ

か
ら
が
正

念
場
だ

と
思
っ
て

い
ま
す
。

随
っ
て
、
第
四
次
総
合
五
か

年
計
川

は
、
こ
の
よ
う
な
事
情

を
允
分
反
映
し
、
夢
と
希
望
の

あ
る
も
の
と
し
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
価
の
異
常
な
高

騰
や
、
景

気
動
向
の
不
透
明

き
、
そ
れ
に

伴
う
市
財
政
へ
の
影
響
な
ど
、

む
ず

か
し

い
問
題

も
予

測
さ
れ

ま
す

が
、
今
、
新
し

い
年
次
計

画
の
策
定
に
向

か
っ

て
折
角
努

力
中
で
す
。

今

年
の
基
本

的
課
題

宮
間
満
寿
雄

消防訓練センターの建設工事

3月4日は

粗大ゴミラッシュ

早めに収集の申し

込みを

毎
年
三
月
・
四
月
は
、
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
の

多
い
時
期
で
す
。
こ
の
間
、
粗
大
ゴ
ミ
も
多
く
出
さ

れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
、
電
話
申

込
み
制
を
と
っ
て
処
理
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
明
日
引
っ
越
す
か
ら
と
い
っ
て
も
す

ぐ
に
処
理
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
数
日
前
に
電
話
予
約
を
し
て
、
粗
大

ゴ
ミ
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

毎
年
三

月
か
ら
四
月
に

か
け
て

「
粗
大
ゴ
ミ
」
の
取
り
扱

い
が
、

た

い
へ
ん
増
え
ま
す
。

転
勤
な
ど
で
引
つ
越
し
の
多

い

時
期
に
な
る
た
め
で
、
例
年
約
自

十
五
㌧
の
机
大
ゴ
ミ
が
市
内
で
出

ま
す
。

こ
れ
は
年
間
収
集
料
約
四
百
三
㌧

の
二
八

・
五
％

に
当
た
り
ま
す
。

市
へ
も
処
理
の
申
し

込
み
が
集

中
し
、
通
常
三
日
く
ら
い
で
収
集

で
き
る
も
の
が
、
多
少
遅

れ
る
場

合
も
出
て
き
ま
す
。

不
要

に
な
る
机
大
ゴ
ミ
（

ジ
ュ

ー

タ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ダ
ン
ス
、

机

）
を

、
い
ざ
処
分
し
よ
う
と
し

て

も
集

積
所

に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

出
せ
ば
隣
近
所
の
ゴ
ミ
（
粗
大
ゴ

ミ
を
除

い
た
ゴ
ミ

）
の
置
き
場
が

な
く
な

る
ば
か
り

か
、
収
集
車
も

収
集
で
き
ず

、
た
い
へ
ん
迷
惑
し

ま
す
。
祖
大
コ
ミ
は
市
へ
早
め
に

処
理
の
依
頼
を
し
て
下

さ
い
。

通
常
、
実
績
所
に
出
せ
る
ゴ
ミ

は
少
量
ず
つ
計
画
的
に
出
し
て

下

さ

い
。

市
で
は
、
机
大
ゴ
ミ
の
処
理
が

で
き
な
い
家
庭
の
た
め
に
、
電
話

申
し
込
み
制
に
よ
る
粗
大
ゴ
ミ
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

粗

大

ゴ

ミ

を

出

す

場

合

Ｏ
市
清
掃
部
清
掃
第
一
課
へ
電
話

で
申
し
込
む
収
集
日
は
申
し

込
み
時
に
指
定
し
ま
す
）

一
回
の
申
し
込
み
で
収
集
で
き

る
の
は
原
則
と
し
て
三
点
ま
で

集

積

所

に
は

出

さ

ず

、

収

集

し

や

す

い
場

所

に

以

上

の
よ

う

に
し

て

下

さ

い
。

粗

大

ゴ

ミ

と

は

家
具
類
木
製
の
机
・
イ
ス
、

鏡
台
、
ベ
ッ
ド
、
ジ
ュ
ー
タ
ン

カ

ー

ペ

ッ
ト

な

ど

家
具
類
…
ド
ア
、
フ
ス
マ
な
ど

そ
の
他
…
お
お
む
ね
一
層
角
以

上
の
も
の
で
す
。

机
大
ゴ
ミ
は
木
製
品

が
主

休
で

す
。
洗
濯
機
、
テ

レ
ビ
、
ス
テ

レ
オ
、
冷
職
庫

、
ス
チ

ー
ル
製

の
机
や
イ
ス
、
自
転
車
な
ど
は

資
源

ゴ
ミ
で
す
。

祖

大

ゴ

ミ

は

計

画

的

に

粗
大
ゴ
ミ
で
困
ら
な
い
た
め
に

も
、
買
替
え
を
す
る
場
合
は
な
る

べ
く
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
一
度
に
ま

と
め
て
処
理
し
た
い
場
合
は
、
直

接
市
の
清
掃
工
場
に
搬
入
す
る
か
、

処
理
業
者
に
依
頼
す
る
か
の
方
法

と
な
り
ま
す
。

山
林
、
空
き
地
な
ど
に
建
築
廃

材
、
家
具
、
電
化
製
品
な
ど
を
不

法
投
棄
す
る
と
法
律
に
よ
り
処
罰

さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
詳
細
＝・
清
掃
第
一
課

粗
大
ゴ
ミ
は

集

積

所

に

出

さ

な

い

で

粗大ゴミ は電話申込み制です

床下薬剤散布

日 程 表 （　 ）は 午後 に実施

期日 散 布 町 会 ・ 自 治 会

3/1 (火) 南新松戸 一新松戸５丁目

２(水) 横須賀 ・新松戸３丁目

３ 困 大金平2丁目･3丁目･4丁目･5丁目（大金平1丁目）

４ 削 中金杉・大谷口

５山 大谷口北

７(月) 幸田 ・殿平賀北･(幸田富多葉)

８(火) 平賀・殿平賀南

９(水) 東平賀・東平賀北・東平賀城町

10(本) 小 金上総町･小金清志町･(小 金八坂町)

11 削 小金上町卜小金中町･小金下町･(小金宮元町)

12(土) 小 金本町

14(月) 久保平賀・小金きよしヶ丘

15(火) ニッ木第１ ・ニッ木第２

16(水) 根木内･小金原2丁目･(小金原6丁目)

17(木) 小金原３丁目・八ヶ 饐福寿台

18捌 小金原５丁目・小松園住宅組合

19(土) 很木内城山

22(火) 小金原８丁目・栗ヶ 沢

2300 小金原7丁目東・西

24休）小金原１丁目・小 金原９丁目

25廊 小金原４丁目・常盤平１丁目

26山 千駄堀来 葉

28(月) 金ヶ 作

29(火) 金ヶ 作・常盤平４丁目

30圉 常盤平３丁目・５丁目・６丁目

31困 常盤平２丁目･常盤平双葉町･(さくら)

jEI雨で中止の場合は全日 程終了後になり ます。

【〉詳 細… 生 活環 境課 環境 衛生 係

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２月
３日

第
十
四
回
松
戸
市

書
道
展
…
二
月
二
十
八
日

ま
で

明
第
一
地
区
子
ど
も
作
品
展
…
三
月
一
日
（
午
後
一
時
了
六
口

菊
地
健
蔵
個
展
・
二
三
月
三
日
（
正
午
～
六
日

開
館
時
間

は
月

曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日

午
前
十
時
～
午
後
六
時

（
文
化

ホ
ー
ル
｛
一一
６７
－
7
8
1
0

番

｝

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン入

場
無
料
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対
象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
f
1
6
3

－

９
９
９
９
番

四

日

三

日

三

月

二

日

一

肩

二

十
五
日

期

日

小
金
北
市
民
セ
ン

タ
ー

稔

台

市

民
セ

ン

タ
ｊ

図

書

館

本

館

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー

会

場

午
後
三
時
～
四

時

午
後
三
時
～
三
時
三
十
分

午
後
三
時

～
四

時

時

間

定

貝
に
な
っ
た
場
合
は
入
場
を

お
断

り
し

ま
す
。

詳

細
…
市
立
図
書
館
｛
一一
6
5
1『
』
Ｉ
Ｉ
Ｑ
）
番

再
生
自
転
車
を
販
売

受
付
日
時
…
二
月
二
十
六
日
釜
）

～
二
十
七
日
（
古
、
午
前
九
時

～
午
後
三
時
（
二

十
七
日
は
午

前
十
一
時
ま
で
）

抽
選
・
販
売
日
時
・
三

月
二

十

七
日
（
土
）
午
前

十
一
時

か
ら

会
場
…
生
き

が
い
福
祉

セ
ン
タ

ー
（
金

ケ
作
二
七
七
－

四

）

台
数
（
価
格
）
…
六
十
台
（
一

台
四
千
円
一
万
円
）

交
通
：
五
香
駅
東
口
か
ら
新
京

成
バ
ス
「
小
新
山
行
き
」
で
、

新
栄
町
入

口
下

車
（
五

香
駅
午

前
九
時
十
九
分

、
四

十
八

分
、

十
時
十
七
分
発

が
あ
り
ま
す

）
。

抽
選
日
当
日
（
二

十
七
日

）
は
、

五
香
駅
東
口
午
前
十
時
発
の
事

業
団

マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
巡
行

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で

の
来
場
は

ご
遠
慮
下

さ
い
。

詳
細
…
生
き
が
い
福
祉
事
業
団

・
一一

８４
－
3
1
9
1

番

心 配ご と 相 談

期 日 時 間 会 場

３

月

１日(火)

午前10時～

午後３ 時

六 実 支 所

２日(水)
常 盤 平 支 所

新 松 戸 市 民
セ ン タ ー

３日困 小 金 原 市 民
セ ン タ ー

４日田 市 役 所 市 民 相談
コーナー

５日出 午前10時～
午後O時3Q分

小金市民
セ ン タ ー

7曰(月)

午前10時～

午後３時

馬 橋 支 所

11日田

市 役 所 市 民 相 談
コ ー ナ ー

18日愬

25日圃

詳細…社会福祉協議会S68－0503番



あ
な
た
の
悩
み
は
…

電
話
相
談
で
は
、心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

小

学

校
六

年

Ａ

く
ん
（
十
二
歳
）

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
妹

と
僕
の
四
人
家
族
で
す
。

朝
ご
は
ん
は
、
み
ん
な
で
食

べ
ま
す
。
僕
が
塾
か
ら
も
ど
る

こ
ろ
、
お
父
さ
ん
も
帰
る
の
で

お
風
呂
に
一
緒
に
入
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
朝
も
一
番
に

で
か
け
る
し
、
仕
事
も
忙
し
く

て
大
変
だ
と
思
い
き
す
が
、
何

で
も
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。

日
曜
日
に
、
僕
は
、
少
年
野

球
で
、
お
父
さ
ん
は
魚
釣
り
で

す
が
、
試
合
の
時
は
、
が
ま
ん

し
て
応
援
に
き
て
く
れ
る
の
で

大
好
き
で
す
。

中

学
校

三
年

Ｂ

子

さ
ん

（
十
五
歳
）

ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
も
、
み
ん

な
明
る
い
し
、
仲
間
は
ず
れ
な

ん
か
も
あ
り
ま
せ
ん
。

異
性
の
こ
と
も
、
友
だ
ち
同

士
で
話
し
合
え
る
し
、
一
人
で

く
よ
く
よ
悩
ま
な
い
性
格
で
す
。

成
長
期
の
体
の
変
化
の
こ
と

は
、
母
が
、
小
学
校
の
時
に
教

え
て
く
れ
た
の
で
、
何
の
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

学
業
の
悩
み
と
い
う
が
、
公

立
高
校
の
入
試
が
も
う
す
ぐ
な

の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
も
し
た
い
け

ど
、
今
は
、
勉
強
一
色
で
す
。

高

校

二
年

Ｃ

く
ん
（
十

七
歳
）

今
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
、
あ
と
一
歩
な
の
で
、

毎
日
必
死
で
す
。

悩
み
…
、
そ
れ
は
あ
り
ま
す

よ
。
で
も
、
部
活
に
夢
中
に
な

っ
て
い
る
と
忘
れ
ち
や
う
く
ら

い
の
事
で
す
。
体
力
が
な
い
こ

と
が
悩
み
か
も
し
ね
ま
せ
ん
。

今
は
、
明
る
い
高
校
生
活
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま
す
。

両
親
と
は
、
今
は
あ
ま
り
話

さ
な
い
け
ど
、
信
頼
関
係
は
保

っ
て
ま
す
。
三
年
生
に
な
っ
た

ら
進
路
と
が
、
大
事
な
こ
と

は
相
談
す
る
つ
も
り
で
す
。

63-
786
7

今子供たちが悩んでいるものは

青少年電話相談
6年間で約6．０００件

市
少
年
セ
ン
タ
ー
に
、
「
青
少
年
電

話
相
談
」
が
開
設
さ
れ
て
、
も
う
す
ぐ

満
六
年
に
な
り
ま
す
。

間
も
な
く
六
千
件
に
達
し
よ
う
と
す

る
電
話
で
の
相
談
内
容
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
、
何
に
悩
み
、
揺
れ
動
い
て
い

る
の
か
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
よ
う
。

青
少
平
定
話
相
談
は
．
昭
和
五

十
七
年
五
月
に
開
設
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
に
五
千
九
百
九
十
二
件
（
一

月
末
日
現
在
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
．

相
談
の
内
訳
は
、
作

手

二
町

六
十
三
件
）
・
交
友
（
九
百
六
十

三
件
学
業
（
八
百
三
十
八
件

・
異
性
（
七
百
三
十
六
件
）
な
ど

《
別
表
①
参
照
〉
で
す
。

年
齢
別
で
相
談
が
多
い
の
は
、

中
学
生
、
成
人
保
護
者
な
ど

に
次
い
で
小
学
生
の
順
《
別
表
②

参
照
》
と
な
っ
て
お
り
、
成
人
の

相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
は
、
女
性
が
全
体
の

六
十
％
を
占
め
て
お
り
、
特
に
、

成
人
（
保
護
者
な
ど
）
で
は
八
十

五
％

が
女
性
（
母
親
な

ど
）
か
ら

の
相
談
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
別

の
相
談
内
訳
を
、
件
数

の
多

い
順

に
並

べ
て
み
ま
す
と
。

小
学
生
》
①
交
友
、
②
学
業
、

③
異

性
、
〈
中
学
生
〉
①
性
、
②

交
友

、
③
異

性
　

〈
高
校
生
〉
①

性

、
②
異

性
、
③

学
業
、
〈
大
学

生

ほ
か
〉
①

性
、
②
異
性
、
③
家

庭
、
《
成
人
（
保
護
者
な
ど
）

①
学
業

、
②
非

行
、
③
し
つ
け
、

の
順
（
別
表
3
参
照
）
と
な
り
、

各
年
齢
層
で

の
相

談
内
容
の
相
違

が
み
ら

れ
ま
す
。

青
少
年
全
体

の
共

通
点
と
し

て

「
異
性
」
を
含

め
た
「
性
」

に
つ

い
て
の
悩
み
や
不
安

が
、
相

談
の

ト
ッ

プ
を
占
め
て

い
ま
す
。

青
少
年
か
ら
の
相
談
は
｀

性
の
悩
み
が
ト
ッ
プ

青春のエネルギーを健康な汗で発散してい ます（二中で）

年
齢
別
相
談
内
訳

電
話
相
談
件
数
内
訳

年齢別男女別相談件数

小学生 中学生 高校生大

学

生

そ

の

他

成人保

護者

計(件)

交 友 439 373 68 ／ Z6 963

異 性 155 368 涓 49 45 ｱ36

非 行 26 96 悃 ６ 2ZI 剞Z

性 9Z 443 州 242 65 剥263

健 康 ｱ0 9(〕 40 2(〕 41 261

学 業 186 266 72 ９ 305 838

家 庭 68 45 20 22 139 294

しつけ 24 ２ ２ - 147 1乃

その他 261 218 巧0 m 29Z １,叫5

谺r仕j １ 咢R lq 剛 qnR jﾌj lq 謡 Ｒ叩ｸ

成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
は

温
か
い
家
族
の
会
話
が
一
番
で
す

一
時
、
社
会
問
題
化
さ

れ
、
今

は
ヅ
静
に
な
っ
た
校
内
暴
力
や
、

い
じ
め

が
完
全
に
な
く
な
っ

た
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
表
面
に
出
て

こ

な
い
、
陰
湿
な
い
じ
め
な
ど
が
奥

深
く
続
い
て
い
ま
す
。

保
護
者
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
、

子
ど
も
た
ち
も
立
場
を
変
え
て
相

談
し
て
く
る
こ
と
が
、
親
子
の
会

話
の
不
足
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

家
族
の
み
ん
な
が
集
ま
る
朝

夕
の
食
事
の
時
な
ど
、
一
言
で
も

よ
い
か
ら
会
話
を
も
つ
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
ま

す
。

一
緒
に
食
事
が
と
れ
な
い
家
庭

で
は
、
伝
言
帳
で
意
志
を
伝
え
合

う
こ
と
で
も
、
十
分
、
親
子
の
き

ず
な

が
保

た
れ
ま
す
。

電
話

相
談
に
寄
せ
ら
れ

た
内
容

は
、
ほ
ん
の
一
部
の
子

ど
も
や
保

護
者
が
か
か
え
た
問
題
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

「
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

話
し
た
い
。
よ
く
知
り
た
い
…
」

と
い
う
、
多
感
な
青
春
時
代
は
、

一
日
一
日
を
、
真
剣
に
生
き
る
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
一
生
を
左

右
す
る
人
切
な
時
期
で
す
。

反
抗
期
な
ど
で
、
。
両
親
と
の
意

心
の
疎
通
が
欠
け
て
、
温

か
な
家

放

の
会
話

が
と
ぎ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。

け

れ
ど
も
、
た
く
さ
ん
の

経
験

を
積
ん
で
、
大
き
く
伸

び
よ
う

と

し

て
い
る
子

ど
も

た
ち
に

、
人
生

の
先

輩
で
あ
る
大
人

が
果

た
す

役

割

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
に
な
う
八
ど
も

た
ち

の
、
明
る
く
、
健
全
な
成
長

を
願
い
、
市
民
ぐ
る
み
で
温
か
く

見
守

っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

市
民
ぐ
る
み
で

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を

街
頭
補
導
・
少
年
相
談
に
あ
た
る

少

年

セ

ン

タ

ー

松
戸
市
少
年
セ

ン
タ
ー
は
、

少
年
の
非
行
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
、
街
頭
補
導

、
少
年

相

談
活
動
な
ど
に
あ
た
っ
て

い

ま
す少

年
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ

れ
た
（
青
少
年
電
話
相
談
・
１
６３

１

７
８
ａ
）
７
番
」
は
、
二
人

の

女
性
の
ベ
テ
ラ
ン
相
談
員
が
交

代

で
担
当
し

て

い
ま
す
。

月
～
金
曜
日

が
、
午
前
八
時

三

十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

ま

で
、
土
曜
日
は
、
午
前
八
時
三

十
分
～
正
午
ま
で
相
談
（
祝
日

は
除
く
）
に
応
じ
て
い
ま
す
。

青
少
年
お
よ
び
青
少
年
の
保

護
者
か
ら
の
、
電
話
に
よ
る
相

談
に
対
し
、
自
主
的
な
解
決
に

向
け
て
、
助
言
を
与
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
詳
細
…
少
年
セ
ン
タ
ー

電話相談員から

こ
ち
ら
か
ら
話
し
か
け
な

い
と
話
さ
な
い
子
も
い
ま
す

や
さ
し
く
話
し
か
け
る
と

安
心
し
て
、
胸
の
中
の
悩
み

を
打
ち
明
け
て
く
れ
ま
す
。

両
親
や
、
友
だ
ち
に
も
話

せ
ず
、
小
さ
な
胸
に
悩
み
を

抱
い

て
苦
し
ん
で
い

る
子

ど

も
の

気
持
が
ひ
し
ひ
し
と

伝

わ
っ
て

き
ま
す
。

受

話
器

を
通
し
て
の
対
話

で
す
が
、
安
心

し
て
相
談
で

き
る
窓
口
と
な
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま

す
。

小

学

生

か

ら
の

性

の

悩

み

は

、

性

器
に

つ

い

て

や

、

初

潮

・
夢

精

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

『
高

校

生

で

す

。
彼

氏

が

い

ま

す

。

子

ど

も

が

で

き

た

…

ど

う

し

た

ら

い

い

か

分

か

ら

な

い
・・
Ａ

彼

氏

つ

で

何
年

生

な

の

？

〉
・・・・
高

校

二

年

生

で

す

。

〈
そ

の

こ

と

を

彼

に

言

っ
た
の
？
〉
・
こ
・
言
え
な
い
・
・
・
。

〈
そ

れ

じ

ゃ

こ

れ

か

ら
ど

う

し
た
ら
い
い
か
一
緒
に
考
え

よ

う

〉
「
・・
・
ガ

チ

ャ

ン

ビ

中
学

・
高
校
生
の

妊
振
と

い

う
相
談
も
多

く
あ
り

ま
す
。

異
性
の
体
の
し

く
み

も
、

母
性
の
大
切
さ
も
知
ら
ず
に

い
る
子
ど
も
た
ち
が
余
り
に

も
多
く
家
庭
や
学
校
で
の
、

男

女
の

体
の
つ

く
り
の
違
い

や
、
避
妊
ま
で
の
、
性
教
育

の

必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
忙
が
し
い

と
い
っ
て

相
談
に
の
っ
て

く

れ
な
い

と
い

う
小
学
生
く
ら

い
の
子

ど
も
が
多
い

で
す
。

保
護
者
か
ら
の
電
話
は
、

お
母
さ
ん
か
ら
の
相
談

が
ほ

と
ん
ど
で
、
お
父
さ
ん
か
ら

は
、
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん

。

子
ど
も
の
問
題
も
、
仕
事

が
忙
し
い
な
ど
を
理
由

に
、

母
親
任
せ
の
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
父
親
が
、
き
然
と
し
た

態
度
で
望
む
こ
と
が
、
子
ど

も
の
成
長
期
に
欠
か
せ
な
い

こ

と
を
、
再
認
識
す
る
必
専

が
あ
る
で
し

。－
う
。

こ
こ
一
、
二
年
、
保
護
者

か
ら
の
相
談
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
の
学
業
、
非

行

な
ど

に
つ

い
て
、
真
剣
に

悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
か
ら

の
相

談
で
す
。

子
供
は

、
親
に

話
せ
な
い

し
、
母

親
に
は
子

ど
も
が
何

を
思
い
悩

ん
で
い

る
の
力
万

分
か

ら
な
い
と
い

う
も
の
で

す

。

屋根など家の修理も

扱い ます(大工部門)

手際よく 仕上げていき ます(楠木)。

定年後に技術を身につけた人もい

ます

生

き
が
い
福
祉
事
業
団
は
、
市
内
に
住

ん
で
い

る
六
十

蔵
以
上
の
お
年
寄
り
と
心
身
障
害
者
に
、
働
く
機
会
を
提

供
し
社
会
参
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
会
員
数
が
千
二
百
七
十
七
人
に

も
な
っ

た
、・
・「
高

齢
者
部
門
」
で

す
。

高
齢
者
部
門
で
行
う
仕
事
は

軽
作
業
、
事
務
、
植
木
、

大
工
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

自
分
の
経
験
を
、
も
っ
と
社
会
で
生
か
し
た
い
と
い
う

人

、
家
に
い
る
よ
り
外
で
汗
を
流
し
て
み
た
い
と
い
う
人

は
、
生

き
が
い
福
祉
事
業
団
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

経
験
や
能
力
が
埋
も
れ
て
ぃ
ま
せ
ん
か

生
き
が
い
福
祉

事
業
団
で
第
二

の
人
生
を

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
の
高
齢

者
部
門
は
定
年
な
ど
で
仕
事
を

や
め
た
が
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
人

家

で
ブ
ラ

ブ
ラ
し
て

い
る
よ
り
は

外
に
出
て
仕
事
を
し
て
み
よ
う
か

と
い
う
お
年
寄
り
に
、
働
く
機
会

を
提
供
し

て
い
ま
す
。

五
十
五
年
発
足
当
時
は
、
五
百

九
十
三

人
た
っ
た
会
員
も

、
現
在

で
は
千
二
百
七
十
七
人
（
男
八
百

八

十
九
人
、
女
三

百
八
十
八
人
）

に
な
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
高
齢
者
職
業
紹
介
所
、

職
業
安

定
所

か
ら
紹
介
を
う
け
て

人
会
す
る
人
が
割
合
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
直
接
自
分
で
連
絡

し
て
く
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

事
業
の
し
く
み
は
、

①
仕
事
を
し
た
い
人
が
、
会
員
に

な
る
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

③
仕
事
を
し
て
欲
し
い
企
業
や
一

般
家
庭
は
、
事
業
団
に
仕
事
の

依
頼

を
し

ま
す
。

③
事
業
団
で
は
、
仕
事
の
内
容
を

会
員
の
経
験
や
希
望
と
照
ら
し

合
わ
せ
、
そ
の
条
件

に
か
な
う

会
員
に
連
絡
を
し
ま
す
。

④
会
員
の
返
事
を
聞
い
て
か
ら
事

業
団
は
仕
事
を
請
け
負
い
ま
す
。

⑤
会
員
は
そ
の
仕
事
を
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
昨
年
一
年
だ

け
で
依
頼
を
受
け
た
仕
事
は
、
千

六
百
九
十
六
件
で
し
た
。

仕

事

は

草

刈

り

か

ら

家

の

修

繕

ま

で

多

岐

に

事
業
団
で
受
け
る
仕
事
の
場
所

は
市
内
で
、
時
問
は
原
則
と
し
て

午
前
九
時
～
午
後
四
時
で
す
。

依
頼
さ

れ
る
内
容
は

、
簡

単
な

も
の
だ
と
「
庭

の
草

を
刈

っ
て
ほ

し
い
」
、
「
事
務
所
の
掃
除
を
」
。
多

少
技
術
が
い
る
も
の
だ
と
「
植
木

の
剪
定
を
」
、
「
床

が
腐

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
修
理
を
」

が
あ

り
ま
す
。

依
頼
さ

れ
る
仕
車
は

ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
伝
票
整
理
、

交
付
な

ど
の
事
務

、
家
事
手
伝

い
、

留
守
番

、
塗
装
、
ふ
す
ま

張
り
＝
・
。

こ
ま

ご
ま
と
し

た
も

の
か
ら
雑
多

な
も

の
ま
で

、
多

種
多

様
で
す
。

植
木
・
大
工
・
左
官

な
ど
を
す
る
人
が
不
足

と
こ
ろ
で
、
会
員
は
元
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
と
い
う
人
が
多
く
、
技
術

を
も
っ
て
い
る
人
は
不
足
気
味
で

す
。特

に
、
植
木
・
大
工
・
左
官
・

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
の
仕
事
は
、
需
要

の
割
に
会
員
の
数

が
足

り
ま
せ

ん
。

事
業
団
で
は
植
木
剪
定
塗
装

・
ふ
す
ま
張
り
な

ど
の
技
術

指
導

も
行
っ
て
お
り
、「
元

部
長
職

だ
っ

た
人
が
、
植
木
屋
・
さ
ん
の
助
手
を

し

な
が
ら
技
術

を
身

に
つ
け
た
」

例
も
あ

り
ま
す

が
、
や
は
り
足
り

な

い
状
況
で
す
。

ま

た
、
草
刈

り
・
清
掃
な
ど
の

仕

事
も
、
注
文

の
量
に
対
し
て
希

望
す

る
会
員
の
数
は
少
な

い
も
の

と
な

っ
て

い
ま
す
。
外

に
出
て

働

き
、
汗
を
流
し

た
い
と
い
う

人
向

き
で
す
。

ど
う
で
す

か
。

自
分
の
経
験
や

能
力
を
生
か
せ

る
仕
事

が
あ
れ

ば

や
っ
て
み
た
い
と

い
う
人

、
と

に

か
く
外
に
出
て
働
き
生
き

が
い
を

み
つ
け
た
い
と
い
う
人
は
、
事
業

団
の
会
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
事
業
団

に
仕
事

を
頼
み

た

い
会
社
・
一
般
家
庭

の
人
も
、

電
話
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

詳
細
・
・
生

き

が
い
福

祉
事
業
団

容
8
4
1
3
1
9
1

番

ふすま張りも ていねい

な仕 事で好評です

芝生の手入れも楽しみ

ながら行つています

水道モニター募集

内容 … 懇 談会 ・施 設見学 な ど

への 参加 （各 １回程 度 ）､ア ン

ケー トの 回答 （ ２～ ３回程 度 ）、

意 見・要 望な どの 提出（ 随時 ）

謝礼 …年 １万 円（予 定 ）

任 期･･･63年 ４ 月～64 年 ３ 月

募集人 員 …50 人

応 募資格 …県 営 水道 を使 用し

て い る20 歳以 上 の主 婦

申込 み… ３月15 日（ 火 ）〔消印

有効〕までに往復ハガキで、

水道 につい て 考え てい るこ と

（ 約200 字 ）・ 住所 ・氏 名 一年

齢 ・職業 ・電 話 番号 を記 入し 、

〒280 千 葉県 長 洲1  ― 9 ― 1

千葉 県 水道局 管理 部 総務 企画

課(S0472 一23 ―4500 番 ）へ

（ 応募 多数 の場 合は 選 考の う

え、 結果 は応 募者 全員 に通知

し ます ）

詳細･‥千葉労働基準局賃金課

00472-51-6880 番､柏労働基

準監督署00471-63-0245 番
最低賃金の改正

最低賃金の名称
最低質金額 改 正

年月日

千葉県最低賃金が適用される

労働者
日額(円) 時間額(円)

卸 売 業

小 売 業 ・ 飲 食 店
窯業・土石製品製造業

出版･E[]刷･同関連産業

塗 料 製 造 業

4,202
4,000
4,215
4,133
4,744

526
500
52Z
517593

62.12.2

62.12.19
63.1  .8

63.1  .13 (1) 18 歳未満または65歳以上

の人

（2） 雇入後６ヵ月未満･の人で

あって技能習得中の人

日 清掃または片付けの業務

に主として従事する人

食料品･飲料飼料製造業 4,149 519 62.11.28

木材 一木製品・家具装
備品製造業 4,233 530 62.12.16

機械・金属製品等製造
業および自動車整備業

4,282 536
63.1 .4

電気機械器具製造業の
一部業務

3.946 494

繊 維 産 業

ねん糸製造業・織
物業等を除く　

） 3,925 63.1  .25

千葉県最低賃金 ｑﾌRI 沺q 印 匐 １

63年度松戸共同高等職業訓練生募集

申込み…３月１日(火卜25 日

(金)の午前10時～午後3時(土

曜日は正午まで)に､松戸共同

高等職業訓練校S44 ―4823番

科目 … 建 築科 ・左官 科

期間… ２年 間

授業 料…2,000 円 （教科 書 支

給 ） ※左 官 ・建 築・ 組合員 以

外の人は負担金があります

簿 記 教 室

初級(日商簿記検定３級程度)

･期日 …昼 コー ス・ 夜 コー スと

もに ３ 月22 日(火) ～ ６月 ３日

(金) の毎 週 火･ 金曜日(全20 回)

)時間昼コース＝午前９時30

分～11時30分、夜コース＝午

後 ６時 ～ ８時

中 級(日 商簿 記検定 ２ 級程 度)

)期日 … 初 級コ ース と同 じ

時間…夜コースのみ、午後６

時～８時

費用…参加費5,000円(非会員

10,000円)、テキスト代(初級

=  2,500円、中級＝3,000円)

定員…各コース40人

会場･･･松戸商工会館会議室

持ち物…筆記用具、ソロバン

か計算機

申込み…直接、参加費持参の

上、松戸商工会議所(a  64―

3111一番) へ。定員になりしだ

い締め切ります。

第28回千葉県発明考案展

期日…2 月19日(金)～24日(水)

会場…津田沼パルコ＆レッツ

６階催事場

主催…千葉県・(社)発明協会

千葉県支部

詳細…(社)発明協会千葉県支

部c0472 ―22―0668番

チャリティコンサート

日時…２月27日(土)午後２時

会場‥市民劇場

内容…松崎伶子｢ 母と子のた

めのピアノリサイクル｣

費用…前売1,500円,当日2,00

0円

･詳細…オイスカ松戸支局昔63

-0143 番

白井聖地公園

＝第１ 回募集＝

受付期間…３月10日(木)～19

日(土)､午前9時～午後4時

受付場所…白井聖地公園管理

事務所および市役所８階白井

聖地公園建設事務所(仮受付)

公開抽選日…３月24日(木)、

白井聖地公園管理事務所( 印

旛郡白井町平塚759番地)で、

芝生墓地・午前10時から、普

通墓地・午後１時から抽選

詳細…( 市役所内) 白井聖地

公園建設事務所

市内中小企業者へ融資

犬 金資転運 金資備設

額` ＥＥ 醐Ｅ１
一

返 作３ 作フ

率利

％

％

％

０

９

ｊ

％

５

５

６

５

年

年

年

６

内

内

内

年

以

以

以

超

年

年

年

年

１

３

フ

フ

四裲Ｅ 年はて

％

い

2
6つ

１

に

年

業商

り

売

％

小
2
6

ぐ
3
.

人証保

内

が

以

度

円

制

丿

万

人

り

Ｏ

証

あ

3
0
保

限

計

無

制

合

保

訌

の

担

す

額

無

ま

頁

り

融

は

あ

一 部 利子補 給があ ります。

詳細… 商工 課融 資係

昭和63年度 公正取引委員会

消費生活モニターを募集

対 象…20 歳以上 の 消費 者

申 込 み… ２ 月29 日（ 月 ）までに

公正 取引 委員 会事務 局取 引部

取 引課 へ（ 申し 込 み用紙 は 、

市 消 費生 活課に あ ります ）

謝 礼…年 額11,000 円

詳 細… 消費生 活課消 費生 活係

ユ ー カ リ 交通 公 園 の休 園

ユー カ リ交 通公 園は 、園

内 整 備 ・清掃 の ため 、２ 月

20 日（土 ）・21 日（ 日 ）は 休 園

します。　レ詳細･‥安全課

映画会「喜劇・団体列車」

･日 時… ２ 月24 日(水) 午 後１時

か ら

会 場…東 部老 人福 祉 セン ター

主 演‥･渥 美 清

対象 … 市内 在住 の60 歳以上 の

人

費 用 …無 料

詳細 …東 部老 人福祉 セン ター

092 ―3701 番

固定資産課税台帳の

縦覧期間の変更

毎年 ３月１ 日 ～20 日 までの 間

行われる固定資産課税台帳の縦

以を、 地方 税法 改正 の関 係で 、

今年に限り４月に変更します。

新た な縦覧 期 問につ い て は、

決まりしだい広報まつどでお知

らせ し ます。

〉詳 細… 資産 税 課課 税係

電柱、公衆電話ボックスなどにビラ、

チラシの不法掲示はやめましよう。

自衛官募集

募集内容…２等陸・海・

空士

応募資格…18歳以上25歳

未満および62年度高校卒

業見込みの男子

身分…特別職国家公務員

初任給…月額112,400円

特典…衣･食･住は無料支

給または貸与、技術教青

などにより各種国家免許

取得が可能

詳細…総務部庶務課庶務

係または自衛隊松戸募集

案内所fi65―3978番



松
戸
の
野
草

と
樹
木

ノ

ピ

ル
ユ
リ

科
（
草

本

）

畑

の
ふ
ち
、
江

戸
川
土
手
、

坂

川
土
手

に
も
、
ま
た
ち
ょ
っ

と
し

た
斜
面

に
ほ
か
の
草
に
ま

じ

っ
て

い
ま
す

が
、
群
生
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
見

つ
け
や
す

い
多
年
草
で
す
。
晩
秋
か
ら
葉

を
出
し

冬
を
越
し

ま
す
か
ら
、

冬
枯

れ
の
土
手
で

は
楽
に
さ

が

す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ネ

ギ
を

細
く
し
た
も
の
を
考
え
れ
ば
良

い
で
し

ょ
う
。
鱗
茎
（
以
下
球

根
）
は
白
く
球
形
で
一

上

戸

く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。

昔
か
ら
、
春
の
野
草
つ
み
で

は
、
お
な
じ
み
の
草
で
す
の
で

知
ら
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
ね
。

食

べ

方

（
ど

こ

を

）

花

が

咲

く
前

ま

で

は

、

軟

ら

か

さ

も
あ

り

、

冬

か
ら
春
に
か
け
て
は
、
根
と
葉

の
傷
ん
だ
所
を
除
け
ば
全
草
が

食

べ

ら

れ
ま

す

。

掘
る
時
は
、
斜
め
横
か
ら
恨

の
下

に
穴

を

あ
け

て

球

根

を

持

っ
て

下

へ
引

き
抜

き

ま
す

。

こ

う

す

る
と

、

葉

の

部

分

の
汚

れ

や

枯

れ
草

な

ど

が
し

ご

か

れ

て

そ

う

し

で

き

ま
す

し

、

球

根

が

そ
ろ
い
ま
す
の
で
洗
っ
て
整
理

し

球
根

の
下

の

根

を

切

る

の

に

も
楽
で
大
変
都
合
が
良
い
も
の

で
す

が
、
案
外
知
ら
れ
て

い
ま

せ
ん
。

（
ど
の
よ

う
に
）

球
根
を
生

の
ま
ま
味
噌
を
つ
け
て
食

べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
涙
が
出

ま
す
。

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
と
同
じ
よ
う

に

球
根
を
酢
漬
け
に
し
て

も
良

い

で
し
ょ
う
。
一
般
に
は

、
ゆ
で

て
葉
も
適
当
に
切
り
球
根
と
一

拈
に
、
お
ひ
た
し
、
酢
味
噌
和

え
ぬ
た
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
和

え
、
し

ょ
う

が
じ
ょ
う
ゆ
和
え

、

天
ぷ
ら
、
油
い
た
め
も
良
い
で

し
ょ
う
。
葉
は
生
で
細
か
く
き

ざ
め
ば
、
薬

味
に
も
汁
の
実
に

も
で
き

ま
す
。

さ
て
、
後
は
。

研修会見

学会など

で賢い消

費者に

消費生活

モニター

募集

生
活
の
知
恵

六
十
三
年
度
の
「
松
戸
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。モ

ニ

タ
ー
に
な
る
と
、
各
種
研
修
会
や
施
設
の
見
学
会
な
ど
に

参
加
で
き
、
賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
応
募
し
て
下
さ
い
。

市

で
は
、
消
背
者
の
皆
さ
ん

が

消
賞
生
活
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
考
え
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
希
望
て
い
る
か
を
把
握
し
、

消
賞
者
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め

消
背
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
置

し
て

い
ま
す
。

消
背
生
活
モ

ニ
タ
ー

に
な

ら
れ

た
人
に
は
、
消
背
生
活
で

の
意
見

・
要
望
・

苦
情
等
を
提
出
し
て

い

た
だ
い
た
り
、
今
日
の
消

賞
生
活

状
況
を
正
し
く
把
握
し

、
地
域
の

消
費
者
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活
動
し

て

い
た
だ
く

た
め
、
研

修
会

を
通

じ

、
「
自
立
す

る
消
背

者
」
と
し

て
必
要

な
知
識
を

習
得
し

て

い
た

だ
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

①
研
修
会
・
懇
談
会
な

ど
へ
の

出
席
（
年
八
回
ぐ
ら
い
）
②
モ
ニ
タ

ー
通
信
の
提
出
③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
回

答
④
計

量
日
誌
の
記

人

（
年
二
回
各
一
ヵ
月
間
⑤
小
売

価
格
調
査
（
毎
月
一
回
）

研

修

テ

ー

マ

例

（

六

十

二

年

度

）

①
訪
問
収
売
に
つ

い
て
②
消
北

者
問
題
入
門
③
市
内
施
設
見
学
会

４
食
生
活
全
般
の
安
全
性
に
つ
い

て
⑤
食
品
添
加
物
に
つ
い
て
⑥
消

費
生
活
展
参
加
⑦
計
量
講
習
会
⑧

工
場
施
設
の
⑨
石
け
ん
と
合

成
洗
剤
⑩
家
庭
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等

研
修
内
容
は
主
婦

と
し

て
、
消

背
生
活
に
か

か
わ

る
問
題
を
ど
う

考
え
、

ど
う
行
動
す

べ
き
か
を
テ

ー
マ
、
基
本
的
な
消
背
者
知
識

が
身
に
つ
け
ら
れ
る
内
容
を
予
定

し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
む
二
十
歳

以
上
の
消
費
者
で
、
日
常
の

買

い
物
を
直
接
行

い
、
食
料

品
・
衣
料
品
な

ど
の
生

活
必

需
品
の
販
売
に
心
接
関
係
し

て

い
な

い
人

定
員
…
三
十
人

期
間
六
十
三
年
四
川
～
六

十
四
年
三
月

謝
礼
・
年
額
一
万
（
7
千
円
と

記
念
品
（
六
十
二
年
度
実
績

申
込
み
…
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
（

ふ
り

が
な

）
　‥
年
齢

・
電
話
番
号
家
族
構
成
・

加
盟
団
休
の
あ
る
人
は
そ
の

名

称
・
モ
ニ
タ
ー
応
募
の
動

機

・
特
に
研
修
を
受
け
た

い

テ

ー
マ
な
ど
を
記

入
し
て
、

三
月

十
日
（
木

）
ま
で
に
、
〒

二
七
一
松
戸
巾
松
本
三
八
七

ー
五
松
戸
市
役
所
消
背
生
活

課
へ

〉
詳
細
・
消
費
生
活
課
消
費
生

活
係

馬

橋
恩

田
　

重

子

さ
ん

千
重
子
ち
ゃ
ん

消
防
署
の
広
報
車
で
、
き
ょ

う
の
訓
練
を
知
り
ま
し
た
。

子
ど
も
が
、
お
寺
の
隣
の
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
る
の
で
、
毎

日
仁
王
様
の
前
を
通
り
ま
す
。

大
切
な
文
化
財
が
火
災
に
遭

っ
た
ら
大
変
な
の
で
、
消
火
器

で
の
初
期
消
火
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
あ
わ
て

ず
に
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

消
防
の
人
の
手
際
よ
さ
に
も

安
心
し
ま
し
た
。

貴重な文化財を火災から守ろう

文化財防火デーに万満寺で消火訓練

「文化財防火デー」の１月26日、貴重な文化財を

火災から守ろうと、馬橋の万満寺で消火訓練が行わ

れました。

午前10時、急報でかけつけだ地元消防署と消防団

員が本堂に放水。仁王のまたくぐりで有名な「木造

金剛力士像」のある慈雲閣には水幕放水をして、火

の粉による類焼から文化財を守る訓練をしました。

境内では、集まった市民が消火器を使った初期消

火の訓練を行い、みんな真剣に取り組んでいました。

ハイこちら

内線600

番

まちの話題をお知らせください。

考
え
よ
う
家
庭

の
ゴ
ミ

ゴ
ミ
減
量
は
、
ま
ず
台
所
か
ら

皆
さ
ん

の
家

庭
か
ら
出
る
ゴ

ミ
。
一
人
ひ

と
り

が
出
す
ゴ
ミ

は
わ
ず

か
で
も
、
市

全
体
で
は

大
変
な
量
に
な
り
ま
す
。

六
十

一
年
度
中

に
皆
さ
ん
の

家
庭

か
ら
収
集
し

た
ゴ
ミ
の
量

は
、
約
九
万
一
千
㌧
に
も
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
六
千
四
百
㌧

も
増

え
て
い
ま
す

。

市

で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
運
動

を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り

の
協
力
が
な
け
れ

ば
実
現
で
き

ま
せ
ん
。

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
の

半
分
近
く
が
台

所
ゴ
ミ

市
内
の
あ

る
地
域
で

ゴ
ミ
の

内
容
を
調

べ
た
と
こ
ろ

、「

燃
や

せ
る
ゴ
ミ
」

の
半

分
近
く
が
、

台
所

か
ら
出

る
食

べ
物
く
ず
で

し
た
。

し
か
も
、
そ
の
中
に
は
、
全

く
手
を
つ
け
ず

に
買
っ
た
ま
ま

の
状
態
で
捨
て

ら
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
し

た
。

も
っ

た
い
な
い
話
で
す
。

ゴ
ミ
を
少

な
く
す

る
一
番
の

近
道
は

、
ま
ず
、
台
所
か
ら
出

る

ゴ
ミ
を

減
ら
す

こ
と
で
す
。

そ

こ
で
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で

で
き

る
ゴ
ミ
減
量
の
方
法
を
考

え
て

み
ま
し

ょ
う

。

食

べ
物
を
冷
蔵
庫
の
奥
に

入

れ
忘

れ
て
腐
ら
せ
た
り
、
料

理
を
作

り
す

ぎ
て
残
し

た
り
し

な

い
よ
う

に
、
む
だ
の
な

い
献

立
を
計
画
し

、
残
飯
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

生

ゴ
ミ
は
、
三
角
コ
ー
ナ

ー
な

ど
で
よ

く
水
を
切
っ
て

か

ら
捨
て
、
庭
の
広
い
お
宅
で
は

土

に
埋

め
て

堆
肥

化
す

る
方
法

も
あ
り

ま
す
。

買

い
物

に
は
、
買
い
物
か

ご
を
持

参
し

、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
袋
や
包

装
を
辞

退
し
ま
し

ょ

う
。

ま
た
、
バ
ー
ゲ
ン
だ
か
ら

と
い
っ
て

も
必
要
以

上
に

買
わ

ず

、
計
画
的

に
購
入
す

る
こ
と

が
大

切
で
す
。

包

装
さ
れ
た
も
の
は
避
け

で
き

る
だ
け
裸

売
り
の
も
の
を

選

び
ま
し

ょ
う
。

紙
お
む
つ
・
紙
タ
オ
ル
な

ど
は
大

変
便
利
で
す
が
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
ゴ
ミ
に
な
り

ま
す
。

な
る
べ
く
使
用
を
ひ
か
え
て
下

さ
い
。「

資
源
ゴ
ミ
」
や
「
粗
大

ゴ
ミ
」
の
中
に
は
、
ま

だ
十
分

に

使
え
る
電
気
製
品
や
家
具
な

ど

が
あ
り
ま
す
。

廃
品
回
収
や
不

用
品
交
換
制
度
を
活
用
し
、

む

だ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
の
量
は
豊
か
さ
の

象
徴
で

は
な
い

豊
か
な
時
代
を
迎
え
、
使

い

捨
て
の
風
潮
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

恐
ら
く
、
無
意
識
に

ゴ
ミ

と
し

て
出
し
て
し
ま
う
も

の
の
中

に

は
、
ま
だ
価
値

の
あ

る
も
の
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ゴ
ミ
の
量

は
、
決
し
て

豊
か

さ
の
象
徴
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
が
生
活

を

見
直
し
て

ゴ
ミ

の
量

を
な
る
べ

く
少
な
く
し
、

快
適
な
生
活
を

送

る
こ
と

が
、
本

当
の
豊
か
さ

で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

（

清
掃
第
一
課
）

モニター募集要項，



六
高
台
　
　
芦
川
　

裕
一

さ
ん

三
十
三
間
堂
の
「
通
し
矢
」

が
絶
え
て
久
し
い
。

通
し
矢
は
、
京
都
市
東
山
区

に
あ
る
三
十
三
凹
堂
（
蓮
華
王

院
）
で
、
江
戸
時
代
に
盛
ん
に

行
わ
れ
た
。
の
壮
な
武
士
が
集

ま
り
、
軒
下
の
端
か
ら
端
ま
で

百
十
八
㍍
を
射
通
す
。
ひ
さ
し

と
縁
の
空
間
は
高
さ
五
㍍
、
幅

二
㍍
で
あ
る
。

一
昼
夜
で
何
本
通
る
か
を
競

う「
大
矢
数
」
、
百
本
の
う
ち
で

を
競
う「
百
射
額
」
な
ど
い
く
つ

か
の
種
類
が
あ
る
。
江
戸
時
代

に
は
、
通
し
矢
を
す
る
だ
け
で

生
計
が
立
て
ら
れ
た
ほ
ど
、
至

難
の
技
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
三
十
三
間
堂
の
軒
下
を

実
際
に
使
い
、
「
百
射
額
」
を

す
る
試
み
が
、
昨
年
の
十
二
月

に
行
わ
れ
た
。
国
宝
と
な
っ

た

今
、
異
例
の
こ
と
だ
。

矢
を
射
る
の
は
、
県
立
松
戸

六
実
高
校
の
芦
川
裕
一
教
諭
。

弓

道
五

段
の
腕
前
で
あ
る
。

「
私
か
選
ば
れ
た
の
は
、
出

身
大
学
の
弓
道
部

に
話

が
あ
り
、

た
ま
た
ま
紹
介
さ
れ
た
だ
け
」

と
控
え
目
だ
。

実
際
に
は
六
十
六
間
あ

る
と

い
う
軒
下
を
射

る
の
は
、
大
正

以
来
の
こ
と
で

あ
る
。
半
世
紀

の
流
れ
が
あ
り

ど
う
い
う
弓
を

使
い
、
ど
う
い

う
矢
を
使
っ
た

ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
。

弓
師
、
矢
師

が
竹
製
、
カ
ー

ボ
ン
繊
維
製
の

も
の
を
試
作
す

る
。
五
十
本
の

竹
製
の
矢
と
十

本
の
カ
ー
ボ
ン

製
の
弓
が
用
意

さ
れ

た
。

当
日
…
。「

ど
う
射

る
か
」
。

昔
の
記
録
に
挑
戦
し
よ
う
と

い
う
気
負
い
は
な
い
。
落
ち
着

い
て

い
る
。
一
本

、
二
本

…
と

射
る
。
高
け

れ
ば
ひ
さ
し

に
当

た
り
、
低
け

れ
ば
届

か
な
い
。

六
十
二
、
三
本
目

に
初
め
て

矢

が
通
っ

た
。
百
本

を
終
え
て

通
っ
た
矢
は
、

結
局
九
本

で
あ

っ
た
。

急
速
に
安
堵

感
が
広
が
る
。

経
験
で
き
な

い
こ
と
を
や
れ
た

と

い
う
喜

び
が
み
な

ぎ
る
。

だ
が
、
そ

の
こ

と
を
自
慢

気

に
話
す
こ
と
は
し
な

い
。

「
今

ま
で
の
経
験
を
超

え
た
、
別

の

世
界
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
」
。

ゆ
っ
く
り

と
語

る
。

｢通し矢｣巳 別の世界を見る

健康ガイド

急性灰白髄炎(ポリオ)

予防接種

申し 込 みを する 人 … ２回 飲み

終 えてい ない4 歳 未満 の 人で、

問 診票 を持っ てい ない 人 は、

下記要領で申し込 んで 下さ い。

申 し込 まなく てもよ い 人…62

年7 月１日～11 月30 日に 生 まれ

た人には、２月下旬に直接問

診 票をお 送 りし ます。

以 前の問 診票 を持 っ てい る 人

は 、そ れが 使え ます ので 早 目

に受け て 下 さい。

車 での 来場 は控 えて下 さ い。

会場 期 日 時 間

衛 生 会 館 ）

午
後

一
時
十
五

分
Ｓ

午

後－
一
時
－
一一十

分

五 香 市民 セ ン タ ー

松飛台市民センタ ー

小金北市民センタ ー

東 部 市 民 セ ン タ ー

馬橋東市民センタ ー

健 康 増 進セ ン タ ー

常盤平市民センタ ー

衛 生 会 館 谷 水）垢側
明 市 民 セ ン タ ー 私困 ‰ 火）

古ヶ 崎市民センタ ー 匐 火）鯔 冰）

棯 台 市 民 セ ン タ ー 私困 旭 冰）

小金原市民センタ ー 九(火) 肌 匯）

新松戸市民センタ ー 福困 尽忠

小 金 市 民 セ ン タ ー 鯔愬 竡閨
常盤平市民センタ ー 力9(火) 尓 火）

馬 橇 市 民 セ ン タ ー 私附 旭附
六実市民センター別館 ゐ2(火)旭圀
二 十 世 紀 が 丘
市 民 セ ン タ ー

九( 火) ‰ 水）

E〉詳細…保険制成果予防衛生係

適 塩 教 室

日 時 … ３月10 日（ 木 ）午前10 時 ～

午 後１時

会場 …健 康増 進 セン ター 栄養指

導 室

内容 … 健康づ くりを めざし 、塩

加 減の再 チェ ッ ク（お 話 と調 理

実 習 ）

対象 … 市内 在住 ま たは在 勤 の人

で 、健康 増 進セ ン ターの 医学 検

査 を１年 以 内に受 診 し た人（ 検

査 を受け て いな い 人ま たは 検査

後 １年以 上 の 人は 、事 前 に検 査

を受 け て下 さい ）

費用…材料背400円

定員…40人( 先着順)

申込み…２月20日(土)午前９時

から、来所または電話で健康増

進センター登65-5588 番(直通)

か68-1241 ～3 内線53～55番へ

愛 の 献 血

期 日 会 場 時間 主 催

2/Z0tt)伊 勢 丹松戸店前

午前10時
Ｓ

午後４時

松　 戸　 市22(月) 市 役 所

27山 ＪＲ松戸
駅 東 口

3/  6  (日) 西友常盤
平 店 前

松戸中央ライ
オンズクラブ

詳細…健康管理課業務係

不
用
品
交
換
情
報

今
回
掲

載
分
の

紹
介

申
込
方
法
…
締

め
切
り
は
二

月
二
十
五
日
（
当
日
消
印
有

効

）
①
希
望
品
名

②
住
所
③

氏
名
④
電
話
番
号
（
昼
間
の

連
絡
先
）
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
。

ハ
ガ
キ
一
枚
に
品
名
一
点
の
み

相
手
の
紹
介
・

月

末
に
抽
選

を
行

い
、
当

選
者
の
み
に
電

話
連
絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は

自
主
交

渉
と
な
り
ま
す
。

申

込
先
二

三

七
一
松
戸
市

根
本
三
八
七
－

五
松
戸
市
役

所
消
背
生
活

課

譲
り
ま
す

〔
家

具
類

〕
◆

カ
ラ

ー

ボ
ッ

ク

ス
五
百
円
◆
堀
り
ご
た
つ
川
や

ぐ
ら
五
回
円
◆
二

段

ベ
ッ
ド
三

千
円
◆

ス
チ

ー
ル
机
五
千
円
◆

木
製
学
習
机
（
椅
子
付

き
）
八

千
円

〔
電
気
製
品
類
〕
◆
電
気
こ
た

つ
五
百
円
◆
加
湿
器
四
千
円
４

電
気

オ
ー

ブ
ン
一
万
円

〔
子
供
用
品
類
〕
◆
ベ
ビ
ー
布

団
無
料
◆

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
川
マ

ッ
ト
無
料
◆
子

供
用
食
卓

椅
子

三
千
円
◆

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
五

ふ
に

円
◆
ラ
ン
ド
セ
ル
黒
・
三
戸

各
五
千
円
◆
ベ
ビ
ー
カ
ー
五
干

円〔
ス
ポ
ー
ツ
・
楽
器
類
〕
◆
電

気
オ
ル
ガ
ン
無
料
◆
口
ー
ラ
ー

ス
ヶ
Ｉ
ト
五
百
円
◆

エ
レ
ク
ト

ー

ン
三
千
円
◆

ル
ー
ム
ウ

ォ
ー

カ
ー
三
千
円
◆

演
奏
器
八

千
円

◆
ス
ヶ
Ｉ

ト
靴
（
女
性
用
二

十

四
二

九
千
円
◆
キ
ャ

ッ
チ

ャ

ー
ミ
ッ
ト
九
千
円
◆
卓
球

台
一

万

円

〔
日
用
雑
貨
類

〕
◆
⑩
湯
沸

か

し
器
無
料
・
三
千
円
◆
編
み
機

収
納
台
無
料
◆

足
踏
み
ミ
シ

ン

無
料
◆

少
年

少
女
世
界
名
作

文

集
（
五

十
巻

）
無
料
◆
車
用

シ

ー
ト

カ
バ
土

九
百

円
◆
車
川
安

全
三
角
標
五
百
円
◆
車
川
ド
ア

ミ
ラ
ー
（
二
個
）
二
千
円
◆
時
計

・
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
電
話
代
二
千

五
町
円
◆

⑦

ス
ト

ー
ブ
三
千
円

○
次

回
掲
載
分
の
申
し
込
み

譲
り

た
い
人
は
、
品
物

の
詳

細
を
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
無

料
か
ら
一
万

円
ま
で

の

価

格
を
希
望
し

ま
す
。

原

則
と
し

て
衣
料
品
・
食
料

品

・
自
転
車
・
自
動
車
は
扱

い

ま

せ
ん
。
三
月
二

十
日
号
に
掲

載
し

ま
す
。

マ
申

込
期
限
・
三

月
二
十
三
日

（
火
）
ま
で

マ
申
込
先
＝
・
消

北
生
活
課
消
費

生
活
係

施
設
あ
ん
な

い

明
市
民

セ
ン

タ
ー

現
在
市
内
に
は
、
市
民
セ
ン
タ

ー
が
十
五
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
の
一
つ
、
明
市
民
セ
ン
タ
ー

は
五
十
三
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

こ
こ
は
、
新
京
成
電
鉄
上
本
郷

駅
の
近
く
、
歩
い
て
一
分
た
ら
ず

の
場
所
に
あ
り
、
交
通
の
便
の
よ

さ
で
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

館
内

に
は
、
百
三

人
収
容
の
舞

台
付
き

ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
和
室
、

茶
室
、
な

が
い
き
室
な
ど
が
あ
り

二
階
に

は
、

約
二
万
三

千
冊
の
本

が
そ
ろ
っ

た
図
書
館
分
館

も
あ
り

ま
す
。

利
用
時
間
・・
・
午

前
九
時
か
ら
午

後

九

時

（
図

書

館

分

館

平

日
・

午

前

十

一
時

～

午

後

五

時

。

日

曜

・
午

前

十

時

～

午

後

五

時

）

月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

〉
所

在

地

＝
上

本

郷

二

六

七

六

番

地

の
六

〉
詳

細
・：
明

市

民

セ

ン

タ

亠

一一
６８

ー
６
７
０
０
番
ま
た
は
地
域
振

興

課
上
本
郷

竹
付
　
隆
子
さ
ん

昨
年
か
ら
友
達
と
健
康

体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
に
ぶ
ん
動
き
回
る
た
め
、
こ
こ

の
ホ
ー
ル

は
ち
よ
う
ど
い
い
で
す
。

駅
に
近
い
せ
い
か
沿
線
か
ら
も
利

用
し
に
来
る
み
た
い
で
す
。

心
身
と
も
に
鍛
え
る
場
と
し
て
、

大
い
に
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

交通の便が良い

明市民センタ ー

マイコプラズマ肺炎

あ
な
た
の

健
康
1
2

2
今

年

は

流

行

の

年

か

か
ぜ
が
悪
化
し
て
肺
炎
を
起

こ
し

た
と
言
う
話
を
よ
く
聞

き

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
本
来
軽

く
す
む
筈
の
呼
吸
器
感
染
症
が

悪
化
し
て

肺
炎
を

起
こ
す

場
合

は
大
抵
、

抵
抗
力

の
弱

い
乳
幼

児
や
高
齢
者
、
そ

れ
に
も
と
も

と
慢
性
気
管
支
炎
な

ど
の
基
礎

疾
患
を
持

っ
て

い
る
人

が
、
多

く
は
重
症
化
し
や
す

い
と
言
え

ま
す
。

ひ
と
囗
に
肺
炎
と
言

っ
て
も
原
因
に
よ
っ
て

ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
、
細

蘭
性
肺
炎
な
ど
が
有
り

ま
す
が
、
こ
の
季
節
に

注
意
し
た
い
の
が
、
マ

イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
で

す
。マ

イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
と

言
う
病
原
体
に
よ
っ
て

起
こ
り
、
多
く
の
か
廿

と
同
じ
よ
う
に
、
主
と

し
て
、
咳
・
く
し
ゃ
み

・
た
ん
の
飛
沫
か
ら
感

染
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
肺
炎
は

四
年
に
一
皮
流
行
す
る

と
言
わ
れ
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
年
に
当
た
る
今

年
も
流
行
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
は
、

一
般
に
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
小

学
校
児
童
ま
で
が
比
較
的
に
多

い
と
言
え
ま
す
。

症

状

発
熱
、
頑
固
な
咳
、
た
ん
な

ど
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
い

わ
ゆ
る
治
り
に
く

い
か
ぜ
症

状
に
似
て
い
る
た
め
、
症
状
の

上
か
ら
こ
れ
ら
を
区
別
す
る
こ

と
は
な
か
な
か
出
米
ま
せ
ん
。

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
が
流

行
し
そ
う
な
年
に
は
、
医
師
は

あ
ら
か
じ
め
そ
の
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
診
断
、
治
療
に
当
た

り
ま
す
が
、
素
人
判
断
で
は
間

違
え
や
す
い
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

た
だ
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の

肺
炎
は
乳
児
や
尚
齢
者
に
は
少

な
く
、
乳
児
で
は
感
染
の
機
会

が
あ
っ
て
も
発
症
し
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
す
。

診

断

Ｘ

線
撮
杉
、
血
液
や

細
菌
の
検
査
な

ど
に
よ

っ
て
わ
か
り
ま
す
。

治

療

診
断
で
き
れ

ば
治
療

は
比
較
的
簡
単
で
、

マ

イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
に
有
効

な

抗
生
物
質
を
投
与
す

れ
ば
程
な
く
治
り
ま
す
。

あ

な

ど

ら

ず

に

治

療

を

か
せ
症
状

が
な

か
な

か
と
れ
な

い
時

は
、
マ

イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
肺
炎

の

可

能
性
を
疑
う

必
要

が

あ
る
で
し

ょ
う
。

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
に
感
染
し

て
も
、
か
ぜ
と
同
じ
よ
う
な
経

過
で
自
然
に
治
っ
た
り
、
発
病
し

て
も
不
顕
性
感
染
の
ヶ
Ｉ
ス
も

多
い
の
で
余
り
神
経
質
に
な
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年

は

流
行
の
気
配

が
強

い
の
で

、

か

ぜ
の
治
り
が
悪

い
時
は
あ
か

ど
ら
ず
に
、
医
師
の
治
療
を
受

け
て

く
だ
さ

い
。

（
松
戸
市
医

師
会

）



もよおしもの 婚前・新婚学級

(おしどり学級)

'87障害者列車ちば

'ひまわり号｣ 写真展

日時…２月27日(土)午前10時

～午後７時、28日(日)午前10

時～午後３時

会場…柏市教育福祉会館２階

大会議室

詳細…ひまわり号を走らせる

ちば実行委員会 口｣ヽ 山登0471

― 59 ―1011番

春休み親子映画会

「クリックの冒険」「スノーマン」

観梅鎌倉ハイキング

･日 時 … ４月 ５日（ 火 ）、午 前 ９

時30 分 と午後 １時30 分 の2 回

･会 場… 市民 劇場

･定員 … 各 回350 人

･費 用…300 円（ ４ 歳 未満無 料 ）

･申 込み … 往復ハ ガ キに 住所・

氏 名 ・年 齢・ 参加 人数 ・ 午 前

午 後の 別 を記 入し 、〒260 千

葉 市千 葉港 ４－ ４全 労 済千柴

県本部 「 親子映 両 会」 係（a

0472-42-8794 番 ）へ

日 時 … ３ 月６ 日（［］）午前 ８時

松 戸駅 西口 階段 上の電 話 ボッ

ク ス前に集 合（ 雨天 中 止）

行き 先 …鶴 ヶ岡八幡 宮 一頼 朝

の墓一大塔宮一端泉寺（観梅）

一杉 本観音 一大 巧寺 （お め ん

様 ）一鎌 介駅 前解 故

費 用… １人1,400 円（ 松戸 一

鎌倉片道交辿賞、拝観料、保

険 代）昼 食は 各日持 参

対 象… 市 内 在住 ・在勤 の勤 労

者と事業主

定 員… 先 着50 人

申 込み … 竃話 で、 松戸i llj職場

レクリェーショ協会・上野

S63-4374 番へ（ 土 ・日曜 を

除 いた 午 前10時 ～午 後４時 ）

野 鳥 観 察 会

狭 山 湖

日 時 … ３月 ６日（ 日 ）午前 ７時

55分に 松 戸駅 東ロ デ ッ キ上 集

合（ 現地 午 後２時 解 散）

場所 … 狭山 湖（埼 玉 県 ）

内容 … カモ類 、 カン ム リカイ

ツブ リほ か

持ち 物… 筆 記具 ・観 察用具 ・

防 寒具 ・弁 当 （交 通 費自弁 ）

申 込 み… 電話 で 、公 園緑地 課

小 鳥を|呼ぶ 係へ

2/27

出

結婚 つて ・親にな るつて

どんなこと ？

（ 夫の役割 ・妻の役 割）

干葉大学保健管理センター

時田光人氏血

液検査（貧血・血液型・

梅毒一風疹抗体価）を希望

者に 有料で実施

3/5

(土)

男性と 女性のから だについ

て（ 妊娠・出産へむけて）

医師林謙治氏

皿圧 測定・尿検査を無 料で

実 施

１２

(土)

フフフミリ ープ ランニンブ

(元 気な子どもを産むた め

に ・正し い避妊)

映 画

ブル ーフ ワーク

実践話し方講座

ゆたかな心を育てる話し方

日時…３月３日・10日・17日

・24日・31日の各木曜日、午

後６時30分～９時

会場…市民会館

定員…30人

費用…3,000円（５回分）

申込み…電話で実践話し方研

究会・石岡S63-2372 番

音楽の広場

(コーラス)

日時…２月23日(火)午後１時

30分～３時30分

会場…市民会館書楽室

費用…無料

詳細…社会教育課市民文化係

時間 …午 後 ２時 ～４時

会場 … 勤労 会館

対象 … 未婚あ るい は新 婚 の男

女(ひとりでも受講でヽきます)

申込み…２月26日(金)までに

定 話で 健康管 理 課小 金方 面保

健 室へ( ３日間 で １コー スで

す が １日だけ で も結 構で す)

野 鳥 講 演 会

日時…３月５日(土)午後２時

～４時

会場…明市民センター３階ホ

ール

内容…野鳥のおはなし

講師…(財)日本野鳥の会会員

・叶内拓哉氏

費用…無料

申込み…当日会場で

詳細…公園緑地課小鳥を呼ぶ

係

刻字の講習会

日 時… ３ 月13 日（ 日）午 前10 時

～午 後４時

会 場… 市民 会 館

定 員…60 人（先 着 順 ）

費 用…3,000 日（ 教 材費 含む ）

申 込み …現 金 書留 で 〒270 松

戸市 八 ヶ崎1048 松 戸書 道教育

巡盟 ・宇 高桂堂(S41-5920

番 ）へ

いぶきの広場バザー

一日 時 … ３ 月６ 日（ 日 ）午 前11時

～ 午後 ２時

一会会…いぶきの広場

に家庭で不用になった日用品、

贈 答品 、 衣類な どあ りまし た

ら ご協力 をお 願い し ます。 こ

ち らか ら収 りに 行き ます。

･詳 細… い ぶき の広場 容44 一〇3

29 番（ 月・土 唯 日を除 く ）

母 親 読 書 会

日時…３月６日(日)午前10時

～正午

会場…市民会館301号室

テーマ…平安朝の女流歌人・

赤染衛門について

講師…東洋大学学長・神作光

一氏

定員…70人

費用…無料

申込み…電話で市立図書館

(K65-5115 番)へ

実践倫理婦人の集い

｢心豊かな女性･幸福な

家庭愛和をめざして｣

日 時‥･２月21 日（ 日 ）午 前10 時

～11 時30 分

会場 … 巾民劇 場

定員 …350 人 ［〉費用 … 無料

詳細 … 実践倫 理宏 正 会・ 浅＃

067-8613 番

松戸スウィングセピア

ビッグバンドコンサート

日時…２月20日(土)午後６時

開場、６時30分開演

会場…市民劇場

費用…入場料300日

詳細…山下S88-2651 番

松戸子ども劇場

(低学年部例会)

日時…３月５日(土)午後6時、

６日(日)午後１時30分・５時

30分の３回

内容…おこりじぞう(歌物語)

出演…高岡良樹(うた)、かか

し座(影絵)

(高学年部例会)

日時…３月13日(日)午後６時

内容…日本音楽集団コンサー

ト(和楽器のコンサート

費用…各2,400円

会場･‥市民会館

詳細…松戸子ども劇場昔86－

9154番

市民テニス大会(シングルス)

日 時 …〔予選 〕一般 男子 ＝ ３月

27日、 ４月３日･10 日、一 般女

子こ ４ 月10 日、 ５ 月15 日。〔本

選〕 壮年 ＝ ４ 月10 日、 ５月15

日、一般 男女＝ ５ 月22 日、 各

日曜 日。午 前 ８時30 分集 介

会 場… 栗 ヶ沢公 園庭 球場

対象 … 市内 在 住者

種目 …一 般 男子 、女 子 、壮年

(男45 歳以 上 ・55 歳以 上 、女4･

歳以上 ・50 歳以上)

費用…協会員l,500円、(非協

会員2,000 円)

申 込 み…､現 金書留 で､3 月３日

(木) までに 、 種日､ 住所､ 氏名 、

生年 月日、電 話 番号 を明 記し

て 、 組み合 わせ 表返 送用 の封

書(60 円 切手 貼布) 。 参加 費

を同 封し て〒270 松 戸市 新松

戸6 －69 、サ ン ラ イiヽ パ スト

ラ ル 弐 番街 Ａ －909 竹 内 実

(2544  ― 0356)へ

市民ボウリング教室，

期日…①２月23日～３月29日

の毎週火曜日、午後８時から

②２月24日～３月31日の毎週

水・木曜[1、午後９時から

会場…①常盤平ボウル②松戸

グランドボウル

対象…一般男女

費用…１回1,000円(3ゲーム)

申込み…希望日に直接会場で

詳細‥･ボウリング協会・小川

S41-7938 番

家庭婦人卓球講習会

日時…２月26日(金)、３月１

日(火)･4日(金)・８日(火)・

10日(木)･15日(火)･18日(金)･

23日(水)･25日(金)･27日(日)、

午後1時30分～３時30分

会場…運動公園体育館

対象…50人( 先蒭順)

費用…5,000円

持ち物…ラケット、上ばき用

靴、体操着( ユニフォーム)

申込み…２月24日(水)までに

ハガキに住所・氏名・竃話番

号を記入の上、〒271 松戸市

小根本42－ 3野日ビル、卓球

協会・五十嵐一郎へ

詳細…松戸市卓球協会・五十

嵐H65-1510 番

軟式テニス

スポーツ少年団団員募集

日時…４月～11月の毎週日曜

日、午前８時～10時

会場…①栗ケ沢公園庭球場②

金ケ作公園庭球場

対象…市内在住・在学で４月

に小学校４年生になる児童と

小学校５、６年生(若千名)

費用…年 額 二＝１ 人8,0 00円

(保険料･ 帽子代含む)、継続

団員は6,500 円

申込み…２月281](日)午前10

時から①は栗ヶ沢公園庭球場

で、②は常盤平市民センター

で受け付け

詳細…軟式テニススポーツ少

年団・山岸H88-8450 番

東部スポーツパーク

野球場利用と登録

登録事項･‥チーム名・代表者

とメンバーの住所・氏名

受付け…３月１日（火）から

受付場所…東部スポーツパー

ク（高塚新日1427)

土･日･祝日は利川者が多いた

め抽選になります（市内在住

または在勤者が６割以上のチ

ームに限る）

詳細…束部スポーツパーク登

91一〇944番

雪に親しむ会(スキー)

日 時…3J｣27 日( 日)午 後 ９時

30分伊 勢 丹松戸 店 前 集合 ，30

日(水) 午後 ９時 帰着

会 場… 蔵王 スキー場

対 象… 小学 生以 上の 市内 在 住

･在勤･ 在学 者( 小学 校 ４年 生

以 下 は 父兄同 伴)

費 用… １ 人32,000 円( 中 学生

以 下は30,000 日 で す)。バス 代 ，

宿 ２泊 ５食 ，傷害 保険 代な ど

を含 む。

定員 …40 人( 先 着順)

詳細…電話で月曜日を除く

午 後1 時～9 時 までに ス キー連

I,l,J,j香1阯登62 一5411 番へ

ボウリング大会

(国体県選出第一次予選会)

日時･‥2月28日([|]午前10時

受け付け

会場…松戸グランドボウル

対象…千葉県在住者

費用…予選(６ゲーム)2,500

円、決勝(３ゲーム)500円

内容…年齢別(20･30･40･50歳

以上) 男女各４名を松戸代表

として、県代表選手予選会に

推薦します。

(参加費は有料､一部協会補助)

申し込み…電話で2月27日(土)

までボウリング|泓会・島村a

42－7362侑へ( 当日会場でも

申込み可)

おし

らせ

市役所(66)1111#常盤平支所(87)2131

お金支所(41) 5101 ･小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113#馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111#矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061

スポ

ーツ

救急医療体制　　健康保険証を忘れずに／
夜間急病診療所（毎日）･午後8時～1時衛生会館内　　　S68-375膰

侍機病院（毎日）･ 午後5 時～午前9 時テレ ホンサービ ス　 ｓ66-0010 番

緊急休日 在宅当直医･ 午前9時～午後5時テレ ホンサービ ス　 ｓ66-001 旙

休日歯科診療所 ・午前9 時～正午　 衛生会館内　　　　　　S68  - 3553番
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